
議

案

第

六

十

二

号

杉

並

区

区

民

等

の

意

見

提

出

手

続

に

関

す

る

条

例

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。

平

成

二

十

一

年

十

一

月

二

十

一

日

提

出

者

杉

並

区

長

山

田

宏

杉

並

区

区

民

等

の

意

見

提

出

手

続

に

関

す

る

条

例

（

目

的

）

第

一

条

こ

の

条

例

は

、

杉

並

区

自

治

基

本

条

例

（

平

成

十

四

年

杉

並

区

条

例

第

四

十

七

号

。

以

下

「

自

治

基

本

条

例

」

と

い

う

。

）

第

二

十

八

条

の

規

定

に

よ

る

区

民

等

の

意

見

提

出

手

続

（

以

下

「

意

見

提

出

手

続

」

と

い

う

。

）

に

関

し

、

必

要

な

事

項

を

定

め

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

区

民

等

の

区

政

へ

の

参

画

及

び

協

働

を

推

進

す

る

と

と

も

に

、

区

政

運

営

に

お

け

る

公

正

の

確

保

と

透

明

性

の

向

上

を

図

り

、

も

っ

て

住

民

自

治

の

更

な

る

進

展

及

び

区

民

等

の

権

利

利

益

の

保

護

に

資

す

る

こ

と

を

目

的

と

す

る

。

（

定

義

）

第

二

条

こ

の

条

例

に

お

い

て

使

用

す

る

用

語

は

、

行

政

手

続

法

（

平

成

五

年

法

律

第

八

十

八

号

）

に

お

い

て

使

用

す

る

用

語

の

例

に

よ

る

。

２

こ

の

条

例

に

お

い

て

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

用

語

の

意

義

は

、

そ

れ

ぞ

れ

当

該

各

号

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。

一

区

民

等

自

治

基

本

条

例

第

一

条

に

規

定

す

る

区

民

等

を

い

う

。



二

区

の

機

関

区

長

、

教

育

委

員

会

、

選

挙

管

理

委

員

会

、

監

査

委

員

及

び

農

業

委

員

会

を

い

う

。

三

策

定

次

に

掲

げ

る

区

分

に

応

じ

、

そ

れ

ぞ

れ

次

に

定

め

る

も

の

を

い

う

。

ア

基

本

構

想

策

定

及

び

改

定

イ

区

の

総

合

的

な

施

策

に

関

す

る

計

画

、

各

行

政

分

野

の

施

策

の

基

本

事

項

を

定

め

る

計

画

及

び

区

民

生

活

又

は

事

業

活

動

に

重

大

な

影

響

を

及

ぼ

す

計

画

（

以

下

こ

れ

ら

を

「

計

画

」

と

い

う

。

）

策

定

及

び

重

要

な

改

定

ウ

条

例

、

規

則

（

処

分

の

要

件

を

定

め

る

告

示

を

含

む

。

以

下

同

じ

。

）

、

審

査

基

準

、

処

分

基

準

及

び

行

政

指

導

指

針

制

定

、

重

要

な

改

正

及

び

廃

止

四

政

策

等

区

の

機

関

が

策

定

を

す

る

次

に

掲

げ

る

も

の

（

議

会

の

議

決

を

要

す

る

も

の

に

あ

っ

て

は

、

そ

の

案

）

を

い

う

。

ア

基

本

構

想

イ

計

画

ウ

区

政

の

基

本

事

項

を

定

め

る

こ

と

を

内

容

と

す

る

条

例

及

び

区

民

等

に

義

務

を

課

し

、

又

は

権

利

を

制

限

す

る

こ

と

を

内

容

と

す

る

条

例

エ

区

政

の

基

本

事

項

を

定

め

る

こ

と

を

内

容

と

す

る

規

則

オ

区

民

生

活

又

は

事

業

活

動

に

重

大

な

影

響

を

及

ぼ

す

条

例

、

規

則

、

審

査

基

準

、

処

分

基

準

及

び

行

政

指

導

指

針

（

政

策

等

の

案

の

公

表

等

の

手

続

）

第

三

条

区

の

機

関

は

、

政

策

等

の

策

定

を

し

よ

う

と

す

る

場

合

に

は

、

当

該

政

策

等

の

案

（

政

策

等

で



策

定

を

し

よ

う

と

す

る

内

容

を

示

す

も

の

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

及

び

次

に

掲

げ

る

資

料

を

あ

ら

か

じ

め

公

表

し

、

意

見

（

情

報

を

含

む

。

以

下

同

じ

。

）

の

提

出

先

及

び

意

見

の

提

出

の

た

め

の

期

間

（

以

下

「

意

見

提

出

期

間

」

と

い

う

。

）

を

定

め

て

区

民

等

の

意

見

を

求

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

一

政

策

等

の

案

を

作

成

し

た

趣

旨

、

目

的

及

び

背

景

並

び

に

論

点

を

記

載

し

、

又

は

記

録

し

た

資

料

二

そ

の

他

関

連

す

る

資

料

で

区

の

機

関

が

必

要

と

認

め

る

も

の

２

前

項

の

規

定

に

よ

り

公

表

す

る

政

策

等

の

案

は

、

具

体

的

か

つ

明

確

な

内

容

の

も

の

で

あ

っ

て

、

か

つ

、

当

該

政

策

等

の

題

名

及

び

当

該

政

策

等

の

策

定

を

す

る

根

拠

と

な

る

法

令

の

条

項

が

明

示

さ

れ

た

も

の

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

３

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

公

表

の

方

法

及

び

意

見

の

提

出

の

方

法

は

、

区

の

機

関

が

定

め

る

。

４

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

定

め

る

意

見

提

出

期

間

は

、

同

項

の

規

定

に

よ

る

公

表

の

日

か

ら

起

算

し

て

三

十

日

以

上

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

５

区

の

機

関

は

、

第

一

項

各

号

に

規

定

す

る

資

料

に

対

し

て

、

区

民

等

か

ら

資

料

の

追

加

を

求

め

ら

れ

た

場

合

に

お

い

て

必

要

と

認

め

る

と

き

は

、

速

や

か

に

当

該

資

料

を

補

正

し

、

又

は

追

加

資

料

を

作

成

す

る

も

の

と

す

る

。

６

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

と

き

は

、

第

一

項

の

規

定

は

、

適

用

し

な

い

。

一

公

益

上

、

緊

急

に

政

策

等

の

策

定

を

す

る

必

要

が

あ

る

た

め

、

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

手

続

（

以

下

「

政

策

等

の

案

の

公

表

等

の

手

続

」

と

い

う

。

）

を

実

施

す

る

こ

と

が

困

難

で

あ

る

と

き

。

二

他

の

法

令

の

制

定

又

は

改

廃

に

伴

い

当

然

必

要

と

さ

れ

る

政

策

等

の

策

定

を

し

よ

う

と

す

る

と

き

。

三

地

方

自

治

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

六

十

七

号

）

第

七

十

四

条

第

一

項

又

は

自

治

基

本

条

例

第



二

十

七

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

請

求

に

係

る

条

例

を

議

会

に

付

議

し

よ

う

と

す

る

と

き

。

四

審

査

基

準

、

処

分

基

準

又

は

行

政

指

導

指

針

で

あ

っ

て

、

法

令

の

規

定

に

よ

り

若

し

く

は

慣

行

と

し

て

、

又

は

区

の

機

関

の

判

断

に

よ

り

公

に

さ

れ

る

も

の

以

外

の

も

の

の

策

定

を

し

よ

う

と

す

る

と

き

。

（

政

策

等

の

案

の

公

表

等

の

手

続

の

特

例

）

第

四

条

区

の

機

関

は

、

政

策

等

の

策

定

を

し

よ

う

と

す

る

場

合

に

お

い

て

、

三

十

日

以

上

の

意

見

提

出

期

間

を

定

め

る

こ

と

が

で

き

な

い

や

む

を

得

な

い

理

由

が

あ

る

と

き

は

、

前

条

第

四

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

三

十

日

を

下

回

る

意

見

提

出

期

間

を

定

め

る

こ

と

が

で

き

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

は

、

当

該

政

策

等

の

案

の

公

表

の

際

そ

の

理

由

を

明

ら

か

に

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

２

区

の

機

関

は

、

地

方

自

治

法

第

百

三

十

八

条

の

四

第

三

項

に

規

定

す

る

附

属

機

関

そ

の

他

こ

れ

に

準

ず

る

も

の

（

以

下

「

附

属

機

関

等

」

と

い

う

。

）

の

報

告

、

答

申

等

を

受

け

て

政

策

等

の

策

定

を

し

よ

う

と

す

る

場

合

（

当

該

報

告

、

答

申

等

の

基

本

的

内

容

と

異

な

る

内

容

の

政

策

等

の

策

定

を

し

よ

う

と

す

る

場

合

を

除

く

。

）

に

お

い

て

、

当

該

附

属

機

関

等

が

政

策

等

の

案

の

公

表

等

の

手

続

に

準

じ

た

手

続

を

実

施

し

た

と

き

は

、

前

条

第

一

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

自

ら

政

策

等

の

案

の

公

表

等

の

手

続

を

実

施

す

る

こ

と

を

要

し

な

い

。

（

政

策

等

の

案

の

公

表

等

の

手

続

の

周

知

等

）

第

五

条

区

の

機

関

は

、

政

策

等

の

案

の

公

表

等

の

手

続

を

実

施

し

て

政

策

等

の

策

定

を

す

る

に

当

た

っ

て

は

、

必

要

に

応

じ

、

当

該

政

策

等

の

案

の

公

表

等

の

手

続

の

実

施

に

つ

い

て

周

知

す

る

よ

う

努

め

る

と

と

も

に

、

当

該

政

策

等

の

案

の

公

表

等

の

手

続

の

実

施

に

関

連

す

る

情

報

の

提

供

に

努

め

る

も

の

と



す

る

。

（

提

出

意

見

の

考

慮

）

第

六

条

区

の

機

関

は

、

政

策

等

の

案

の

公

表

等

の

手

続

を

実

施

し

て

政

策

等

の

策

定

を

す

る

場

合

に

は

、

意

見

提

出

期

間

内

に

当

該

区

の

機

関

に

対

し

提

出

さ

れ

た

当

該

政

策

等

の

案

に

つ

い

て

の

意

見

（

以

下

「

提

出

意

見

」

と

い

う

。

）

を

十

分

に

考

慮

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

結

果

の

公

表

等

）

第

七

条

区

の

機

関

は

、

政

策

等

の

案

の

公

表

等

の

手

続

を

実

施

し

て

政

策

等

の

策

定

を

し

た

場

合

に

は

、

当

該

政

策

等

の

公

布

（

公

布

を

し

な

い

も

の

に

あ

っ

て

は

公

に

す

る

行

為

、

議

会

の

議

決

を

要

す

る

も

の

に

あ

っ

て

は

議

案

の

提

出

。

第

五

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

と

同

時

期

に

、

区

の

機

関

が

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

次

に

掲

げ

る

事

項

を

公

表

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

一

政

策

等

の

題

名

二

政

策

等

の

案

の

公

表

の

日

三

提

出

意

見

（

提

出

意

見

が

な

か

っ

た

場

合

に

あ

っ

て

は

、

そ

の

旨

）

四

提

出

意

見

を

考

慮

し

た

結

果

（

政

策

等

の

案

の

公

表

等

の

手

続

を

実

施

し

た

政

策

等

の

案

と

策

定

を

し

た

政

策

等

と

の

差

異

を

含

む

。

）

及

び

そ

の

理

由

２

区

の

機

関

は

、

前

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

必

要

に

応

じ

、

同

項

第

三

号

の

提

出

意

見

に

代

え

て

、

当

該

提

出

意

見

を

整

理

し

、

又

は

要

約

し

た

も

の

を

公

表

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

は

、

当

該

公

表

の

後

遅

滞

な

く

、

当

該

提

出

意

見

を

当

該

区

の

機

関

の

事

務

所

に

お

け

る

備

付

け

そ

の

他

の

適

当

な

方

法

に

よ

り

公

に

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。



３

区

の

機

関

は

、

前

二

項

の

規

定

に

よ

り

提

出

意

見

を

公

表

し

、

又

は

公

に

す

る

こ

と

に

よ

り

第

三

者

の

利

益

を

害

す

る

お

そ

れ

が

あ

る

と

き

、

そ

の

他

正

当

な

理

由

が

あ

る

と

き

は

、

当

該

提

出

意

見

の

全

部

又

は

一

部

を

除

く

こ

と

が

で

き

る

。

４

区

の

機

関

は

、

政

策

等

の

案

の

公

表

等

の

手

続

を

実

施

し

た

に

も

か

か

わ

ら

ず

政

策

等

の

策

定

を

し

な

い

こ

と

と

し

た

場

合

に

は

、

区

の

機

関

が

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

そ

の

旨

（

別

の

政

策

等

の

案

に

つ

い

て

改

め

て

政

策

等

の

案

の

公

表

等

の

手

続

を

実

施

し

よ

う

と

す

る

場

合

に

あ

っ

て

は

、

そ

の

旨

を

含

む

。

）

並

び

に

第

一

項

第

一

号

及

び

第

二

号

に

掲

げ

る

事

項

を

速

や

か

に

公

表

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

５

区

の

機

関

は

、

第

三

条

第

六

項

第

一

号

又

は

第

二

号

に

該

当

す

る

こ

と

に

よ

り

政

策

等

の

案

の

公

表

等

の

手

続

を

実

施

し

な

い

で

政

策

等

の

策

定

を

し

た

場

合

に

は

、

当

該

政

策

等

の

公

布

と

同

時

期

に

、

区

の

機

関

が

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

次

に

掲

げ

る

事

項

を

公

表

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

第

一

号

に

掲

げ

る

事

項

の

う

ち

政

策

等

の

趣

旨

に

つ

い

て

は

、

同

項

第

一

号

に

該

当

す

る

こ

と

に

よ

り

政

策

等

の

案

の

公

表

等

の

手

続

を

実

施

し

な

か

っ

た

場

合

に

お

い

て

、

当

該

政

策

等

自

体

か

ら

明

ら

か

で

な

い

と

き

に

限

る

。

一

政

策

等

の

題

名

及

び

趣

旨

二

政

策

等

の

案

の

公

表

等

の

手

続

を

実

施

し

な

か

っ

た

旨

及

び

そ

の

理

由

（

準

用

）

第

八

条

第

六

条

の

規

定

は

第

四

条

第

二

項

に

該

当

す

る

こ

と

に

よ

り

区

の

機

関

が

自

ら

政

策

等

の

案

の

公

表

等

の

手

続

を

実

施

し

な

い

で

政

策

等

の

策

定

を

す

る

場

合

に

つ

い

て

、

前

条

第

一

項

か

ら

第

三

項



ま

で

の

規

定

は

第

四

条

第

二

項

に

該

当

す

る

こ

と

に

よ

り

区

の

機

関

が

自

ら

政

策

等

の

案

の

公

表

等

の

手

続

を

実

施

し

な

い

で

政

策

等

の

策

定

を

し

た

場

合

に

つ

い

て

、

前

条

第

四

項

の

規

定

は

第

四

条

第

二

項

に

該

当

す

る

こ

と

に

よ

り

区

の

機

関

が

自

ら

政

策

等

の

案

の

公

表

等

の

手

続

を

実

施

し

な

い

で

政

策

等

の

策

定

を

し

な

い

こ

と

と

し

た

場

合

に

つ

い

て

準

用

す

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

第

六

条

中

「

当

該

区

の

機

関

」

と

あ

る

の

は

「

附

属

機

関

等

」

と

、

前

条

第

一

項

第

二

号

中

「

政

策

等

の

案

の

公

表

の

日

」

と

あ

る

の

は

「

附

属

機

関

等

が

政

策

等

の

案

に

つ

い

て

公

表

に

準

じ

た

手

続

を

実

施

し

た

日

」

と

、

同

項

第

四

号

中

「

政

策

等

の

案

の

公

表

等

の

手

続

を

実

施

し

た

」

と

あ

る

の

は

「

附

属

機

関

等

が

政

策

等

の

案

の

公

表

等

の

手

続

に

準

じ

た

手

続

を

実

施

し

た

」

と

読

み

替

え

る

も

の

と

す

る

。

（

意

見

提

出

手

続

の

特

例

）

第

九

条

区

の

機

関

は

、

法

令

に

よ

り

縦

覧

等

の

手

続

が

義

務

付

け

ら

れ

て

い

る

政

策

等

の

策

定

を

し

よ

う

と

す

る

場

合

に

お

い

て

、

当

該

区

の

機

関

が

第

三

条

か

ら

第

七

条

ま

で

の

規

定

に

よ

る

手

続

に

準

じ

た

手

続

（

以

下

「

条

例

に

準

じ

た

手

続

」

と

い

う

。

）

を

実

施

し

た

と

き

は

、

第

三

条

か

ら

第

七

条

ま

で

の

規

定

に

よ

る

手

続

と

同

等

の

効

果

を

有

す

る

と

認

め

る

範

囲

内

に

お

い

て

、

当

該

手

続

を

実

施

す

る

こ

と

を

要

し

な

い

。

（

検

討

の

段

階

の

意

見

提

出

手

続

）

第

十

条

区

の

機

関

は

、

特

に

重

要

な

政

策

等

の

策

定

に

当

た

っ

て

広

く

区

民

等

の

意

見

を

反

映

さ

せ

る

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

も

の

に

つ

い

て

は

、

検

討

の

段

階

に

お

け

る

素

案

を

対

象

と

し

て

条

例

に

準

じ

た

手

続

を

行

う

よ

う

努

め

る

も

の

と

す

る

。

（

一

覧

の

作

成

等

）



第

十

一

条

区

長

は

、

第

三

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

公

表

す

る

政

策

等

の

案

及

び

第

七

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

公

表

す

る

政

策

等

の

一

覧

を

作

成

し

、

区

長

が

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

公

表

す

る

も

の

と

す

る

。

（

委

任

）

第

十

二

条

こ

の

条

例

の

施

行

に

関

し

必

要

な

事

項

は

、

区

の

機

関

が

定

め

る

。

附

則

１

こ

の

条

例

は

、

平

成

二

十

二

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、

次

項

及

び

附

則

第

三

項

の

規

定

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

２

区

の

機

関

は

、

政

策

等

の

策

定

を

し

よ

う

と

す

る

と

き

は

、

こ

の

条

例

の

施

行

前

に

お

い

て

も

、

こ

の

条

例

の

規

定

の

例

に

よ

る

こ

と

が

で

き

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

こ

の

条

例

の

規

定

の

例

に

よ

り

実

施

し

た

手

続

は

、

こ

の

条

例

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

当

該

区

の

機

関

が

こ

の

条

例

の

規

定

に

よ

り

実

施

し

た

も

の

と

み

な

す

。

３

前

項

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

場

合

を

除

き

、

区

の

機

関

が

こ

の

条

例

の

施

行

の

日

か

ら

六

十

日

以

内

に

策

定

を

す

る

政

策

等

に

つ

い

て

は

、

こ

の

条

例

の

規

定

は

、

適

用

し

な

い

。

４

杉

並

区

環

境

基

本

条

例

（

平

成

九

年

杉

並

区

条

例

第

三

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

五

条

第

二

項

中

「

区

民

や

」

を

「

区

民

及

び

」

に

改

め

、

同

条

第

三

項

を

削

る

。

（

提

案

理

由

）

区

民

等

の

意

見

提

出

手

続

に

関

す

る

必

要

な

事

項

を

定

め

る

等

の

必

要

が

あ

る

。



杉

並

区

区

民

等

の

意

見

提

出

手

続

に

関

す

る

条

例

新

旧

対

照

表

附

則

第

四

項

に

よ

る

改

正

（

杉

並

区

環

境

基

本

条

例

の

一

部

改

正

）

新

条

例

旧

条

例

（

区

の

責

務

）

（

区

の

責

務

）

第

五

条

略

第

五

条

略

２

区

は

、

す

べ

て

の

施

策

を

環

境

の

保

全

に

配

慮

２

区

は

、

す

べ

て

の

施

策

を

環

境

の

保

全

に

配

慮

し

て

行

う

と

と

も

に

、

区

民

及

び

事

業

者

の

理

解

し

て

行

う

と

と

も

に

、

区

民

や

事

業

者

の

理

解

と

協

力

を

得

る

よ

う

努

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

と

協

力

を

得

る

よ

う

努

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

３

区

は

、

環

境

の

保

全

に

関

す

る

重

要

な

計

画

等

を

策

定

又

は

変

更

す

る

と

き

は

、

区

民

や

事

業

者

の

意

見

を

聴

く

よ

う

努

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

資 料


